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研究成果の概要（和文）：種々の姿勢で食物を咀嚼する場合と、種々の方向から食事を介助されて食べる場合の
口腔の運動をモーションキャプチャを用いて記録分析した。体の姿勢は咀嚼運動に影響を与えること、また介助
の方向によって姿勢も口腔の捕食運動も影響を受けることが明らかとなった。昨今注目されている嚥下より前
の、食物を取りこみ咀嚼するという部分にも留意して、姿勢や介助方法を検討する必要があると考えられる。

研究成果の概要（英文）：We analyzed the feeding movements of oral cavity using a motion capture, 
when subjects chewed food with various kinds of posture and when a meal was provided from various 
kinds of directions during assisted feeding. It was suggested that the posture of the body affects 
the chewing motion, and that the head posture and then the food-intake movement of mouth come under 
an influence of the direction of feeding assistance. We note that attention on food-intake and 
mastication is required during management of posture and an assistance method during feeding.

研究分野： 歯科補綴学
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１．研究開始当初の背景 
下顎運動時には、頭部も下顎運動に協調し
て運動し、開口を補助していると言われてい
る。安全な嚥下を目的とした体幹後屈位での
食事介助や、脊柱後彎症といった高齢者の
正常でない姿勢は、頭部運動に影響を与え、
さらには下顎運動にも影響を与えている可
能性が推測される。 
 
２．研究の目的 
姿勢が下顎運動に随伴する頭部運動に与

える影響と頭部運動様相と姿勢の関係を明
らかにし、高齢者の摂食支援における姿勢調
節において、安全な嚥下に加え、「より楽な
食事」のために、頭部の動きを考慮した姿勢、
介助法に配慮する必要性を示す。そのために、 

(1)体幹傾斜と頸部，頭部屈曲が摂食運動に
及ぼす影響 

(2)食事介助における介助方法が姿勢と摂
食運動に及ぼす影響 
を評価する。 
 
３．研究の方法 

 (1) ) 体幹傾斜と頸部，頭部屈曲が摂食運
動に及ぼす影響 
顎口腔系に異常を認めない 11 名の若年健

常者（男性、平均年齢 25.5 歳）を対象に 
2 種の体幹姿勢（座位および 30 度リクライ

ニング）、および 3 種の頭頚部姿勢（中間位、
頭部屈曲 10 度、頸部屈曲 60 度）を設定した
（図１）。頭部、体幹と下顎に標点を取り付
け、各姿勢条件において咀嚼能力測定用グミ
ゼリーを自由咀嚼して嚥下するまでの下顎
運動様相を記録した。 

 

図１．設定した姿勢 
 

 
(2)食事介助における介助方法が姿勢と摂食
運動に及ぼす影響 
食事介助を想定して、健常者１４名(男性、

平均年齢 24.8 歳)を被介助者として設定し介
助者 1名が食物を被験者の口腔に取り込ませ
る場合の被介助者の頭部体幹口腔の運動様
相を調べた。被験者はイスに無拘束で着座し、
介助者がリンゴ片を刺したフォークを手に
持って、3 種の方向から被験者にリンゴを食
べさせた（図２）。また比較のため自力摂取

を想定して、被験者自身でフォークを把持し
てリンゴを食べるタスクも施行した。被介助
者の頭部体幹下顎、およびフォークに標点を
取り付け、運動を記録した。 

 
 

図２．食物を向ける方向 3 種 
 
 
いずれの実験においても、記録装置には、

光学式三次元動作解析装置（モーションキャ
プチャ）VICON（Vicon Motion Systems Ltd. 
英）を用いた。下顎およびオトガイの動きは、
頭部に対する運動に変換し、観察計測を行っ
た。 
 
４．研究成果 
(1) 体幹傾斜と頸部，頭部屈曲が摂食運動に
及ぼす影響 
頸部屈曲の場合、中間位に比べ、咀嚼時の

咀嚼総時間が延長する傾向を認めた（図３）。
座位とリクライニング位での差異は認めら
れなかった。 
 
 
 

 
図３．各姿勢における総咀嚼時間 
 

頸部屈曲によって下顎は体幹に接近する
と推測される。このため下顎が後下方へ動く
スペースは減少し、咀嚼運動に影響を及ぼし
ていると考えられる。 
昨今、脳血管障害などの後遺症としての嚥

下障害の診断と対応について数多くの研究
がなされ、臨床現場ではそれらの結果を踏ま
えた看護、介護を行うことができるようにな
ってきている。その中で嚥下障害患者に対す
る誤嚥を防ぐ安全な摂食姿勢は大変有用な



対応であるが、一方で食物を取り込み咀嚼す
る部分を阻害する可能性がある。摂食活動全
体のバランスを踏まえてその患者の状況に
応じた姿勢を調整する指標を示すことがで
きれば、より良い食の看護・介護に寄与でき
るだろう。 
 

 
(2)食事介助における介助方法が姿勢と摂食
運動に及ぼす影響 
①食事介助が頭部体幹の姿勢に及ぼす影

響 
食事介助を受ける際の被介助者の頭部角

度の変化量は、介助方向に応じて有意な差が
あり、上方からの場合には平均 10.6 度後屈
し、下方の場合は平均9.6度前屈していた（図
４）。体幹の傾斜角度に優位な差はなかった。 

図４．介助の方向と捕食時の頭部角度の関係 
 
②食事介助が捕食運動に及ぼす影響 
 
 食事介助を受ける場合の捕食時のオト

ガイ部の動きは、図５に示すような軌跡を示
した。各相の時間は介助方向に応じて変化が
あり、上方および水平から介助された場合は、
自力摂取に比べて、捕食の開口時間と食物を
口で把持するまでの時間が延長していた（図
６）。 

 
 
 
図５．捕食時のオトガイ点の動き 

（時系列表示・概要） 

 
 

 
図６．最初の開口開始から最大開口まで
に要した時間 

 
一般に、食事介助の際には、食物を被介助

者に対して正面下方から向けるべきと言わ
れているが、その根拠は明確でなかった。本
研究において、食事介助において食物を向け
る方向は、被介助者の姿勢および食物の口腔
とりこみ運動に影響を与えることが明らか
となった。食事介助での食物を向ける方向は、
被介助者を誤嚥が誘発されやすい姿勢に誘
導したり、とりこみ運動を遅延させたりする
可能性がある。留意するべき介助条件である
ことが示唆された。 
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